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待降節を過ごす⼼ 

 

担当司祭 ⽥丸 篤 

待降節と聞くと皆さんは何を思い浮かべるでしょ

うか。紫の祭服、待降節のために⽤意された４本のろ

うそく。そしてクリスマスを迎えるための様々な準備。

その待降節には⼆つの意味があります。その⼀つは２

千年前のイエス様の降誕を記念する降誕祭を準備す

る期間であること。そしてもう⼀つの意味は、この世

の完成の時のキリストの再臨、神の国の完成の時に⼼

を合わせて⼼を整えていくという意味です。私たちに

とっていつの⽇かはわからないこの世の完成の⽇。そ

の⽇がいつであっても、頭を上げて、天を仰いで、そ

こから来られる主の到来を待ち望むことです。私たち

が待ち望むのは、⾃分とイエス様との真の出会いです。

イエス様と真に出会うことがどれほど喜びに満ちて

いるか。それを思うことができるなら、私たちは⼼を

鈍くしてしまうことなく、いつも⽬覚めて歩むことが

できるでしょう。私たちの中にはイエス様がおられる

のに、そして今も働いてくださっているのに、どうし

てこの世界は未だに闇の部分が消えてなくならない

のだろう。どうして多くの苦しみがあり、それを耐え

忍ぶことが求められるのだろう、そのような思いを持

っている⼈がおられると思います。私たちも、時々わ

からなくなったりします。死を越えた永遠の命への希

望があるって具体的にはどういうことなのだろう。そ

こに向かって歩む中で味わう苦しみの意味と、その歩

みをイエス様も共に歩んでくださっているって、実際

にはどういうことなのだろう。⾃分の⼿に取るように、

神様の存在とイエス様の姿を実感したい。そのような

思いが誰の⼼にも起こります。どうしたら、私たちが

もっと神様の⼼、呼びかけ、うながしを感じ取ること

ができるでしょうか。そして神様が共にいてくださる

その慈しみとあたたかさを感じ取っていくために何

が⼤事でしょうか。それは、私たち⼀⼈ひとりに問い

かけられています。そしてその答えはきっと私たちが

受け⾝の態度でいては与えられないのだと思います。

⾃分の⽅から動いて、近づいて、⼼を向けて初めてわ

かるものなのだと思います。主の降誕の場⾯でも、⽺

飼いたちは天使の呼びかけに応えて、イエス様が誕⽣

された場所を訪ねて⾏きました。東⽅の３⼈の博⼠た

ちも、遠い東の国から光輝く星を⼿掛かりに⻑い旅を

続けてその場所を探しあてました。じっと待って何も

しない⽣き⽅から⾃分も⼀歩、⾃分の枠から抜け出て

進み出してみる。そのような動きや歩みの中に、きっ

と神様が共にいてくださることを感じ取る鍵が隠さ

れているのだと思います。どんなに現実が正義から離

れ、苦難に満ちていても、神様は必ずその中にあって

働き続け、御⾃分に⼼を向けることを待ち続けておら

れます。この待降節の間、神様が共にいてくださるこ

とを黙想し、そのいつくしみに包まれ、⾃分も神様の

呼びかけに応えて歩むことを祈り願いたいです。 

 

   ⼾塚教会だより 
2022 年 12 ⽉号 No.213 発⾏︓カトリック⼾塚教会 

出向いていく教会 〜みんなでつながってもう⼀歩前へ〜 

《2022 年度活動⽅針》 
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★★信徒の声★★ 
 

クリスマスになると 
 

N H 

今から６０数年前、私が⼦どもの頃も最近の家庭と

同じように家族みんなでクリスマスツリーを飾るの

が慣例だった。 

当時私は中区⾖⼝台に住んでいて，⼩⾼い丘にある

⼭⼿教会に通っていた。 

⼟曜学校では公教要理を熱⼼に教えてもらった⽊

村義男神⽗様（その後、逗⼦マリア⼩学校校⻑）との

数々の思い出がある。⼜，私の結婚式では司式の司祭

でもお世話になった。クリスマスミサは今よりずっと

寒い深夜、星降る中を⼦どもの⾜で５０分程かけて、

⻑い階段を昇りミサに与ったという思い出がある。 

現在、私は家族も減り妻と⼆⼈で暮らしている。ク

リスマスになるとピアノの上にドイツのクリスマス

マーケットで買った⼩さな⽊製のツリー（２０ｃｍ位）

を飾って静かに祝っている。 

息⼦達が⼩さかった頃は毎年家族そろってクリス

マスミサにあずかり、教会の信者の皆さんと楽しい夜

を過ごした。 

独⽴した息⼦達も今は教会から離れているが、今年

もそれぞれの家族と共にカトリック信者としてのク

リスマスを祝うことだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵：長野夫人 
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聖歌隊に誘われて 

 

⿅児島⾕⼭教会 N T  

私は⿅児島市の⾕⼭教会の信者です。⼾塚に⼆⼈の

娘が住んでおります。⼆⼈の娘のお産の⼿伝い、病⼈

が出た時、引っ越しの⼿伝い等で⼾塚には何度も参り

ました。現在も諸事情により、数か⽉⻑期滞在してお

ります。 

 3 年前に訪れた際も（9 か⽉の滞在でした）⼾塚教

会に⼤変御世話になったのですが、その時に聖歌隊に

お誘い頂き、何の迷いもなく参加させて頂きました。

そこで皆様と数々の活動を共に出来ました事はとて

も貴重な経験です。⿅児島に戻ってもよく懐かしく想

い出しておりました。⾕⼭教会の⽅々に⼾塚教会の事

をお話し致しました時は、私の気持ちが溢れていたの

でしょうか「そんなに⼾塚教会は楽しかったのね︕︕」

と⾔われました。この様な思いがございましたので、

今回また⼾塚教会に⾏けることになり⼤変嬉しかっ

たです。 

今回⼾塚教会に参りましたら、「まあ、めずらし

い︕︕」「お帰りなさい︕︕」「また来てくれたの

ネ︕︕」とお声をかけて頂き皆様の温かさに感動致し

ました。そして今回も早速聖歌隊の練習に参加致しま

したところ、3年前と変りなく私たち夫婦を受け⼊れ

て下さり感謝の思いでいっぱいです。「Nさん、もう

⼾塚教会の信者になったら︕︕」とおっしゃって下さ

る⽅もいらっしゃたり、私⾃⾝も⼾塚教会の信者にに

なれたらなあと思ったりします。 

⼾塚教会の聖歌隊の⽅々とのお付き合いの中で感

じましたことは、誰⼀⼈寂しい思いをする信者を作る

まいと努⼒される皆様の優しさでした。例えば、誰か

困っている⽅がいらっしゃれば、みんなで話し合い、

対策を考えて、実⾏に移されるご様⼦を⾒て⼤変感激

致しました。 

⼾塚教会の皆様本当に温かく、寂しい思いをする事

はありませんでした。皆様から親切にしていただき、

楽しかったことは決して忘れないでしょう。皆様⼤変

お世話になりました。ありがとうございました 

 

 

 

聖体拝領 

 

M R 

私たちの⼦供たちが聖体拝領を経験するのを⾒る

のは、とてもエキサイティングな秘跡です。聖体拝領

はキリストの苦しみと死を思い出させてくれるので、

親として⼦供たちにカトリック信仰を教え育てるこ

とほど重要なことはないと⼼から信じています。すべ

てのカトリック信者は、感謝をささげるために聖体拝

領に参加しなければなりません。 

 

私は⻑⼥が初めて聖体拝領をするのを⽬の当たり

にして、とてもうれしく興奮しました。約 12 年間。

聖体でイエスを受け⼊れる能⼒は、誰も私たちのため

に聖体を受け取ることができない賜物です。それは、

私たちが⾃分で選択する⾃由で意識的な⾏為でなけ

ればなりません。私は娘のために聖体を受け取ること

ができませんでした。彼⼥は⼀歩前に出て、⾃分のた

めに聖体でイエスに会わなければなりませんでした。

親として、私は⼦供たちを信仰に導き、できる限り最

善を尽くすことしかできません。親は良いアドバイス

をしたり、正しい道に導いたりすることしかできませ

んが、⼈格の最終的な形成は⾃分の⼿に委ねられてい

ます。 

(註︓本⽂は次ページ英語⽂の⽇本語訳です) 

⾕⼭教会

外観 
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 The Holy Communion (英語原⽂) 

M R 

The Holy Communio is such an exciting sacrament to watch our children experience. I truly believe 

that there is nothing more important as parents than to teach and bring our children up in the 

Catholic Faith, as the Holy Communion gives spiritual nourishment for the week ahead it also 

reminds us of the suffering and death of Christ. All Catholics should take part in the Holy 

Communion in order to give thanks. 
 

I was so happy and excited as I witnessed my first born daughter had for the first time her Holy 

Communion. For about 12years. The ability to receive Jesus in Eucharist is a gift that nobody can 

receive the Eucharist for us. It has to be a free conscious act that we choose for ourselves. I could 

not receive Eucharist for my daughter. She had to step forward and meet Jesus in the Eucharist 

for herself. As a parent, I can only lead my children in Faith and teach them as best as I can. Cos 

parents can only give good advice or put them on the right path, but the final forming of persons 

character lies in their own hands. 

 

 

 

 

 

 

はつせいたい かんそう 

R・A・M 

今までは⾷べられなかったけど、やっとパンが⾷べ

れて良かったです。 

友達といっしょに初せいたいが出来なかたけど、無事

おえられて良かったです。 

周りの⼈が私お初せいたいを祝ってくれてうれしか

ったです。 

ドレスを着て初せいたいを

受けたので、きんちょうしま

した。パンは不思議な味がし

ました。おかしもらえて良か

ったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初聖体を受けて 
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１． 「⼥性の家サーラー」への⽀援物資 発送 

「⼥性の家サーラー」は、⼈⾝売買や配偶者暴⼒などの被害を受けた、主に外国籍⼥性が⼼⾝を休め、新

たな⼈⽣を始める準備をするためのシェルターです。今年 6 ⽉に続き、１１⽉３０⽇午後 福祉部関係者

が集まり ⽀援寄付品を仕分けし、梱包を⾏い 発送しました。今回も信徒の皆様にお願いしフィリピン

の信者の⽅々には 英⽂のチラシを配ってお願いをしたこともあり 多くの品物が集まりました。１２⽉

に⼊りクリスマスや年末を控え この⼩さな活動が「キリストの愛を証しする」ことになればとおもいま

す。 来年も⼜継続する予定です。どうぞご協⼒ください。 

 

２．福祉バザー 開催 

１１⽉２０⽇のミサ後に、コロナ禍で中⽌していたバザーを「福祉バザー」と銘打って３年ぶりに 開催

されました。 ⾏事親睦部が中⼼となり ⼆階集会室で ⼦供達のためにお楽しみコーナーで⿂釣りゲー

ムやお菓⼦のつかみ取りがあって 楽しく遊ぶことが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前庭では近隣の障がい者作業施設４ヶ所、⼾塚教会、原宿教会、中和⽥教会の信徒のグループが、出店し

ました。 今回 売上⾦は出店者が全て持ち帰り 各々の活動に充てることにしました。 ⼾塚教会は場

所と机だけを準備するということで寄附⾦は受取らないことにしました。 感染症が収まり以前の様に誰

もが参加できるバザーに戻ってほしいです。体温計測・⼿の消毒を実施したので おかげさまで感染の報

告などはありませんでした。 

 

３．ステラ・マリス ⽑⽷の帽⼦ 

１１⽉３０⽇（⽔） 2 階集会室で、今年最後のサークルを開きました。編み上がった帽⼦を持寄り、東

北のカリタス⽯巻から送っていただいた たくさんの帽⼦と⼀緒に纏めて１２⽉２⽇に  末吉町教会に

運び、横浜・川崎港の外国船船員の皆さんへのプレゼントになります。 新しい試みが好評に終えること

が出来たので 来年も⼾塚教会の活動の⼀つとして続けたいと思います。皆様本当にありがとうございま

す。 

      カリタス⽯巻製作の帽⼦    ⼾塚教会製作の帽⼦ 

 

 

 

 

 

 

 

福祉部からのお知らせ 
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 40 年以上にわたって永年親しんできた現在のミサ典礼がなぜ変更されることになったかをできるだけ

簡潔に記述します。                          （教会だより編集委） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第⼆バチカン公会議(1962〜1965)で、今までラテン語だけだったミサが世界の各国のこ

とばで祝うことができるようになった。 

その為に、先ずラテン語の『ローマ・ミサ典礼書』の第 1 版規範版が作られた (1970 年)。 

次いで規範版第 2 版が作られた（1975 年）。 

この第 2 版に基づいて、今まで私達が使っていた⽇本語版の『ミサ典礼書』が作られた

(1978 年)。 

そして、⽇本の司教団の決定により，これらの式⽂が今年の待降節(11 ⽉ 27 ⽇)から実際

に使⽤されることになった。 

⇒ただし、叙唱などまだ承認を受けていない部分については、新しい｢ミサの式次第と第

⼀〜第四奉献⽂｣等の実施が始まった後も、これまで使われてきたものが⽤いられる予

定。 

しかし、翻訳は規範版の全てではなかったため、《 暫定的な認証 》となった。 

⇒ 翻訳された式⽂はバチカンから正式認証を受けなければならない。 

2000 年 6 ⽉に『ミサ典礼書』改訂委員会が発⾜し、⽇本語版の改訂作業が始まった。 

2001 年 3 ⽉に、バチカン(典礼秘蹟省)から「典礼式⽂の翻訳に関する指針」が出され、ラ

テン語規範版に忠実な翻訳が求められた。 

2002 年 3 ⽉にラテン語規範版第 3 版が発⾏された  

⇒ この第 3 版の全てを⽇本語に翻訳し、バチカン典礼秘蹟省の正式認証を受けるこ

とを⽬指して努⼒が続けられている。 

この度、既に改訂作業が終わってバチカンに提出されていた新しい｢ミサの式次第と第⼀

〜第四奉献⽂」等が、昨年の聖霊降臨の主⽇(2021 年 5 ⽉ 23 ⽇)に典礼秘蹟省によって

認証された。 

ミサ式次第が変わることになった経緯 (横浜教区典礼委員会説明より抜粋) 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎⽉の教会委員会・議事内容について 

＜12 ⽉度定例教会委員会（12/11）＞ 

【協議事項】 

(1)各活動部の 2022 年度活動⽅針の振り返りと 2023

年度活動⽅針案について︓今年度の振り返りコメン

トと来年度活動⽅針案が⽰された。 

(2)各活動部の 2022年度活動報告と 2023年度活動計

画案について︓委員⻑より今年度は｢教会に来られて

いない⼈｣に向けて教会をリニューアルすること、教

会内外への広報⼒向上を⽬指した。活動部の広報に

ついては⼀部実現したところもあったが、⼗分では

なかった。⽥丸師が共同宣教司牧委員会第五地区担

当司祭に就任されたこと、教会聖堂⼊り⼝にマリア

像が設置されたことは画期的なことであり、教会の

今後の発展に期待したいとのことであった。 

(3)メール連絡網の運⽤体制の変更について(総務部/メ

ールネットワークグループ)︓教会委員の体制変更

に伴い、メール連絡網の運⽤者の変更を⾏うことに

なった。 

(4)マリア像プレートについて(管財部)︓台座前⾯に

｢ロザリオの聖⺟｣と彫刻した⽯版を貼り付けること

になった。 

(5)⾹部屋⽔栓取替⼯事について(管財部)︓承認。 

(6)男⼦⼩便器⾃動洗浄器取替⼯事について(管財部)︓

承認。 

(7)１⽉のお知らせと主⽇ミサ⽇程表について(典礼

部）︓原案通り承認。 

(8) お祝い⽇のミサ後の飲み物提供について(⾏事親

睦部)︓降誕祭(12/24夜、12/25⽇中)のミサ後に

温かいコンソメスープを提供する。 

(9) ｢⼆⼗歳(はたち)を祝うミサ｣の⽇のお祝いについ

て(⾏事親睦部)︓1/8(⽇)のミサ後､ぜんざいとノン

アルコールの⽢酒を提供する。 

(10) ⼊館時記名の⾒直し要請への対応について(委員

⻑･総務部)︓現在は、保健所も濃厚接触者の割り出

し作業を⾏っていないこと、名前を書かせることに

よって教会に⼊れないと考える⼈もいることなどか

ら、記名を強制することは開かれた教会としては望

ましくないとの意⾒が出された。また、消毒グルー

プから提出された意⾒書には、記名はミサに与る⼈

や近隣の⼈への安⼼感を配慮した対策であるとの説 

 

 

 

 明があった。教会の対応としては世間⼀般の組織と

同じレベルの感染対策を採⽤することが求められ

る。コロナの感染状況が過渡的な時期にあることを

考慮し、年末年始の⼈が集まる時期までは現在の対

策を続け、正⽉明けの 1 ⽉中旬から記名⽤の⽤紙は

⽤意するが、特に記名することを呼びかけず、感染

者が出たときに連絡をもらいたいと考える⼈には書

いてもらうことになった。 

(11) 2022年度決算及び 2023年度予算について(財 

 務部)︓2022年度末までのデータが揃う 1 ⽉教会委

員会で改めて審議することになった。 

(12)交通費の⽀払いについて(財務部)︓交通費を請求

する場合は、事前に教会委員会において活動が公的

なものであり、交通費の⽀払いが正当なものである

との判断が必要になった。 

 

【報告事項】 

【委員⻑】 

・最近は ミサは合計で 160前後、コロナ前 220前後

とは隔たり。視聴回数は 100近辺で安定。毎回⾒て

いるとの声を頂くことが増えてきている。 

・第五地区委員⻑会議で、ミサ参加者数､ミサ時の歌唱

について各教会の状況が紹介された。 

【財務部】 

・愛の献⾦¥418,400を福祉部にお渡し。  

・クリスマス特別献⾦、24⽇、25⽇に実施予定。  

   たくさんの皆様のご協⼒をお願いいたします。  

【総務部】 

・11/26(⼟)・27(⽇)に｢信徒のしおり｣の英語版

「Guide for Parishioners」を配布した。 

・12/3(⼟)に総務部会開催。①2023年度信徒⼤会に向

けて、活動⽅針案及び活動報告案・活動計画案につい

て、②地区制・教会活動の今後の展開について、③｢⾼

齢者ケアの体制作りについて話し合った。 

【管財部】 

・11/16(⽔)︓教会建物北側⽔栓蛇⼝交換(信徒) 

・11/17(⽊)︓祭壇上換気扇調査(信徒・業者) 

・適時︓みどりの会の活動が⾏われた。 

【典礼部】 

【報告】 

・11/26(⼟)、27(⽇)︓クリスマスの飾りつけ（聖堂 
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⼊⼝・前庭） 

・11/26(⼟)︓待降節第 1主⽇より新しいミサ式次第

によるミサ開始。 

・12/4(⽇)︓10時ミサ後、待降節の黙想会（講話と

6グループに分かれて分かち合い） 

・12/6(⽕)〜9(⾦)、15(⽕)〜17(⼟)︓14時〜15時

⽥丸神⽗様によるゆるしの秘跡（事前予約制） 

【今後の予定】 

・12/18(⽇)11時︓「祈りの会」久我神⽗様のご指導 

・12/24(⼟)18時︓主の降誕ミサ(夜半のミサ）※16

時のミサは無し。 

・12/25(⽇)10時︓主の降誕ミサ(⽇中のミサ） 

・12/31(⼟)16時のミサは無し。 

・2023/1/1(⽇)11時︓新年のミサ※深夜 0時のミサ

は無し。 

・2023/1/8(⽇)10時〜︓⼆⼗歳のお祝いミサ※ミサ

後にクリスマスの飾りを⽚付ける。 

・2023/ 1/ 15/ (⽇)11時︓「祈りの会」久我神⽗様

のご指導。 

・2023/1/14(⼟)〜2/12(⽇) 古い枝の回収。※灰の

⽔曜⽇（四旬節）は 2 ⽉ 22⽇(⽔)。 

【教学部】 

・待降節黙想会「待降節を迎えて」⽥丸神⽗様ご指導

により 12/4(⽇)開催。47 名参加。  

・｢Zoomで⾏う信仰を深める講座｣⽥丸神⽗様ご指導

により 12/10(⼟)開催。 

・「祈りの会」(典礼部･教学部)久我神⽗様ご指導によ

り 12/18(⽇)に２階集会室で開催。。 

・図書棚卸し…12/30(⾦)予定 

☆⼀粒会☆ 

・11/23(⽔･祝) ザビエル祭 東京京カトリック神学

院、テーマ「実に､キリストはわたしたちの平和で

す」（エフェソ 2:14） 

【福⾳宣教部】 

・オープンデー実施状況 

 11 ⽉ 13⽇︓（パウロ販売会に併せ臨時開催） 

 チラシ受取…5名、内部案内…3名(全員近隣住⼈） 

 12 ⽉ 4⽇︓チラシ受取…5名、内部案内…3名（内

2名はスタッフのリクルートにより来所） 

・区保健センターに登録しているというボランティア

団体の訪問があった︓12/4(⽇)13︓00 ⼥性 3名 

 ⽤件︓正⾯⻄側通路に接する植込み(左マンション

との境)に野良猫の捕獲篭を設置する許可を求め、

来所。 

 事情︓⻄隣りマンションと教会の間にある通路で野

良猫に餌付けがおこなわれている。放置しておくと

近隣トラブルが懸念されるため、不妊・去勢を施し

地域猫として管理するため捕獲の必要があるためと

のこと。 

 対応︓教会の敷地内に捕獲篭を設置することはでき

ない旨を回答。 

 反応︓了解。通路は市有地と理解しているので通路

上に設置することも検討してみる。 

・とつか合同クリスマス会の報告…12/10(⼟)14時〜

16時に湘南とつか YMCAで、⼾塚区内の 10教会 2

団体が参加。対⾯(21名)と Zoom参加。プログラ

ムは、ミャンマー・ウクライナに対する YMCAの⽀

援活動報告と祈祷会を主とした礼拝で、⽥丸師は

「導きの祈り」を担当された。 

【福祉部】(教会だより 12 ⽉号原稿) 

・サーラーの家⽀援物品発送…11/30 に段ボール３個

宅配便4209円で。 

・福祉バザー(福祉作業所販売会)…11/20、参加者約

100 名(含出店関係者10 名強、近隣住⺠ 5 名くらい) 

・12/2(⾦)にステラマリス帽⼦納品。カリタス⽯巻

180個、⼾塚100個。12/18(⽇)に訪船予定(⼤国埠

頭･補⽊埠頭など) 

【⾏事親睦部】 

・11/13(⽇)︓お菓⼦の掴み取り 

・11/20(⽇)︓ゲーム⼤会(玩具釣り)及びお菓⼦の掴み

取り。両⽇共⼦供達には好評。余ったお菓⼦は昨年同

様教会学校に寄付。 

・11/27(⽇)︓クリスマス飾り付けも皆様のご協⼒にて

無事終了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


